
【出品リスト】

平成 26 年 10月 18日㊏〜 12月 14日㊐
場 所　奈良県立美術館（奈良市登大路町 10-6）
休 館 日　10 月 20 日㊊、11 月 17 日㊊、25 日㊋、12 月 1 日㊊、8日㊊
開館時間　午前 9時～午後 5時（金・土曜日は午後 7時まで）
	 	 ＊入館は閉館の 30 分前まで

主　　催	 奈良県、朝日新聞社
共　　催	 ＮＨＫ奈良放送局、奈良テレビ放送㈱
協　　賛	 シャープ㈱
後　　援	 西日本旅客鉃道㈱、近畿日本鉄道㈱、阪神電気鉄道㈱、奈良交通㈱、
	 ㈱南都銀行、奈良県旅館・ホテル生活衛生同業組合、
	 歴史街道推進協議会
企画協力	 ㈱平凡社、㈱ワコールアートセンター
企画制作	 ㈱アサツー ディ・ケイ



番
号

名
称

作
者
（
生
年
―
没
年
）
／
出
土
地

数
量

形
式
／
材
質

時
代

所
蔵

展
示
期
間

前　

期

後　

期

１

太
安
萬
侶
神
坐
像

１
軀

木
造
彩
色

室
町
時
代

多
坐
彌
志
理
都
比
古
神
社

２

伝
伊
耶
那
岐
命
坐
像

１
軀

木
造
彩
色

平
安
時
代

丹
生
川
上
神
社

３

伝
伊
耶
那
美
命
坐
像

１
軀

木
造
彩
色

平
安
時
代

丹
生
川
上
神
社

４

女
神
坐
像

１
軀

木
造
彩
色

平
安
時
代

丹
生
川
上
神
社

５

◎　

伝
落
別
命
坐
像　

１
軀

木
造
彩
色

平
安
時
代

小
槻
大
社

６

◎　

伝
大
己
貴
命
坐
像　

１
軀

木
造
彩
色

平
安
時
代

小
槻
大
社

序 

章

『
古
事
記
』
を
編へ
ん

纂さ
ん

し
た
と
さ
れ
る
太
お
お
の

安や
す

万ま

侶ろ

。
後
世
に
胸
を
張
っ
て
伝
え
ら
れ
る
書
物
に
し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
も
っ
て
、
編
纂

作
業
に
取
り
組
み
、
完
成
さ
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、
こ
の
思
い
を
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、『
古
事
記
』
に
登
場
す

る
神
々
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
か
ら
、『
古
事
記
』
の
世
界
へ
の
旅
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

・	

指
定
記
号
　
◉ 

国
宝
　
◎ 

重
要
文
化
財
　
□ 

都
道
府
県
指
定
文
化
財
　
■ 

市
町
村
指
定
文
化
財

・	

会
期
中
、
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。
■■■■ 

部
分
が
展
示
期
間
を
示
し
ま
す
。

	

前
期
は
10
月
18
日
〜
11
月
16
日
、
後
期
は
11
月
18
日
〜
12
月
14
日
、
そ
の
他
の
展
示
期
間
は
記
載
の
と
お
り
で
す
。

※
　
リ
ス
ト
の
順
番
は
展
示
順
と
異
な
り
ま
す
。

１　太安萬侶神坐像

今
か
ら
１
３
０
０
年
余
り
前
、
奈
良
の
都
で
完
成
し
た
『
古
事
記
』。

こ
こ
に
は
、
国
の
成
り
立
ち
か
ら
始
ま
る
多
く
の
神
話
や
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
な
ど
が
美
し
い
文
章
と
歌
謡
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、『
古
事
記
』
を
題
材
に
し
た
絵
画
は
も
ち
ろ
ん
、
古
社
に
伝
わ
る
宝
物
、
多
彩
な
考
古
・
文
献
資
料
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
新
作
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
展
示
物
に
よ
り
、『
古
事
記
』
の
豊
か
さ
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
、
そ
の
時
代
を
生
き
る
人
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
な
が
ら
語
り
継
が
れ
て
き
た
『
古
事
記
』。

今
改
め
て
そ
の
「
コ
コ
ロ
と
コ
ト
バ
」
を
読
み
解
き
、未
来
を
よ
り
よ
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
、み
な
さ
ま
と
一
緒
に
探
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。



　
７

岩
戸
神
楽
の
起
顕

３
代
歌
川
豊
国
（
１
７
８
６
―
１
８
６
４
）

３
枚
続　

大
判
錦
絵

江
戸
時
代
（
19
世
紀
）

個
人

８

岩
戸
神
楽
図

中
林
竹
渓
（
1
8
1
6
―
1
8
6
7
）

1
幅

絹
本
着
色

江
戸
時
代
（
19
世
紀
）

名
古
屋
市
博
物
館

９

天
の
岩
戸　

天
宇
受
売
命
の
踊
り
・
手
力
男
命
岩

戸
開
き

河
鍋
暁
斎
（
1
8
3
1
―
1
8
8
9
）

双
幅

絹
本
着
色

明
治
年
間
（
19
世
紀
）

及
川
茂 

氏

10

天
窟
神
楽
図

富
岡
鉄
斎
（
1
8
3
6
―
1
9
2
4
）

1
幅　

絹
本
着
色

明
治
年
間
（
19
―
20
世
紀
）

戸
隠
神
社

11

天
の
岩
戸　

曙
光

絹
谷
幸
二
（
1
9
4
3
―　

）

1
面

カ
ン
ヴ
ァ
ス
・
顔
料

平
成
24
年
（
2
0
1
2
）

個
人

12

肇
國
創
業
絵
巻　

上
巻

絵　

横
山
大
観
（
1
8
6
8
―
1
9
5
8
）
他

1
巻

（
上
・
下
2
巻
の
内
）

絵　

紙
本
着
色

昭
和
14
年
（
1
9
3
9
）

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館

13

少
彦
名
神
図

菊
池
容
斎
（
1
7
8
8
―
1
8
7
8
）

1
幅

絹
本
着
色

江
戸
時
代
末
頃
（
19
世
紀
）

名
古
屋
市
博
物
館

14

少
彦
名
神
図

浮
田
一
蕙
（
1
7
9
5
―
1
8
5
9
）

1
幅

紙
本
墨
画
淡
彩

江
戸
時
代
（
19
世
紀
）

名
古
屋
市
博
物
館

15

『
日
本
神
話
シ
リ
―
ズ
』　

⑴
島
々
の
誕
生　

⑵
神
々
の

誕
生　

⑶
須
佐
男
命
の
追
放　

⑷
天
孫
降
臨　

⑸
海
幸

山
幸

河
鍋
暁
斎
（
1
8
3
1
―
1
8
8
9
）

５
面

紙
本
着
色

明
治
11
年
（
1
8
7
8
）

山
口
静
一 

氏

⑴
⑵
⑶

⑷
⑸

16

天
之
八
衢

安
田
靫
彦
（
1
8
8
4
―
1
9
7
8
）

1
幅

紙
本
着
色

昭
和
14
年
（
1
9
3
9
）

福
井
県
立
美
術
館

17

天
孫
降
臨　

Ⅰ

絹
谷
幸
二
（
1
9
4
3
―　

）

1
面

カ
ン
ヴ
ァ
ス
・
顔
料

平
成
24
年
（
2
0
1
2
）

個
人

18

神
武
帝
図

河
鍋
暁
斎
（
1
8
3
1
―
1
8
8
9
）

1
幅

絹
本
着
色

明
治
年
間
（
19
世
紀
）

名
古
屋
市
博
物
館

19

神
武
天
皇
像

土
佐
光
武
（
1
8
4
4
―
1
9
1
6
）

1
幅

絹
本
着
色

明
治
23
年
（
1
8
9
0
）

京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
京
都
府

京
都
文
化
博
物
館
管
理
）

20

大
久
米
命

前
田
青
邨
（
1
8
8
5
―
1
9
7
7
）

1
幅

絹
本
着
色

明
治
40
年
（
1
9
0
7
）

岐
阜
県
美
術
館

10
月
18
日
〜
30
日

21

縄
文
土
器

青
森
県
亀
ヶ
岡
遺
跡
出
土

１
点

大
洞
式
土
器
/
粘
土
・
砂

縄
文
時
代
晩
期
（
紀
元
前
８
世
紀
）

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

22

弥
生
土
器

武
蔵
大
崎
（
東
京
都
池
田
山
北
遺
跡
）
出
土

１
点

久
が
原
式
土
器
/
粘
土
・
砂

弥
生
時
代
後
期
（
2
世
紀
）

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

23

天
照
大
神
と
須
佐
之
男
命

松
本
楓
湖
（
1
8
4
0
―
1
9
2
3
）

1
幅

絹
本
着
色

明
治
41
年
（
1
9
0
8
）

広
島
県
立
美
術
館

24

八
岐
大
蛇
図

高
倉
在
孝
（
生
没
年
不
詳
）

1
幅

絹
本
着
色

江
戸
時
代
（
19
世
紀
）

名
古
屋
市
博
物
館

25

組
上
絵　

八
岐
大
蛇
退
治

歌
川
豊
久
（
生
没
年
不
詳
）

1
枚

大
判
錦
絵

江
戸
時
代
（
19
世
紀
）

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
（
入
江
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
）

26

八
岐
大
蛇
退
治
図

鈴
木
松
年
（
1
8
4
8
―
1
9
1
8
）

1
幅

紙
本
墨
画
着
色

明
治
4
年
（
1
8
7
1
）

京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
京
都
府

京
都
文
化
博
物
館
管
理
）

第
Ⅰ
章

古
代
の

人
々
が

紡
い
だ
物
語

『
古
事
記
』
は
、
神
々
が
生
ま
れ
、
世
界
を
創
る
場
面
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
や
が
て
、
神
話
は
人
々
の
物
語
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
、
全
３
巻
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
い
き
い
き
と
語
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
非
情
さ
さ
え
感
じ
る
戦
い
が
あ
っ
た
か
と
思
え
ば
、
胸
と
き
め
く
ロ
マ
ン
ス
、
親
子
の
情
愛
に
ほ

ろ
り
と
す
る
シ
ー
ン
も
…
…
と
実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
の
が
魅
力
で
す
。

そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
時
代
を
超
え
て
多
く
の
人
々
を
ひ
き
つ
け
、
絵
画
や
演
劇
、
芸
能
な
ど
の
モ
チ
ー
フ

に
も
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

第
Ⅰ
章
で
は
、
そ
ん
な
『
古
事
記
』
の
名
場
面
を
、｢

創｣

「
旅
」「
愛
」
と
い
う
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
厳
選

し
ま
す
。
個
性
あ
ふ
れ
る
神
々
や
人
物
ご
と
に
、
す
ば
ら
し
い
美
術
作
品
と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

11　天の岩戸　曙光



番
号

名
称

作
者
（
生
年
―
没
年
）
／
出
土
地

数
量

形
式
／
材
質

時
代

所
蔵

展
示
期
間

前　

期

後　

期

27

八
重
の
潮
路

中
村
不
折
（
1
8
6
6
―
1
9
4
3
）

1
面

カ
ン
ヴ
ァ
ス
・
油
彩

明
治
39
年
（
1
9
0
6
）

府
中
市
美
術
館

28

童
女
の
姿
と
な
り
て

石
井
林
響
（
1
8
8
4
―
1
9
3
0
）

1
幅

絹
本
着
色

明
治
39
年
（
1
9
0
6
）

東
京
都
現
代
美
術
館

29

直
弧
文
鏡　
（
複
製
品
）

奈
良
県
新
山
古
墳
出
土

１
点

鏡
/
合
成
樹
脂
（
原
品

青
銅
）

原
品
は
古
墳
時
代
前
期
（
４
世
紀
）

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属

博
物
館
（
原
品
は
宮
内
庁
）

30

黒
作
横
刀　
（
雛
形
）

１
点

鉄
・
銅
・
木
・
漆

明
治
39
年
（
1
9
0
6
）
以
前

原
品
は
奈
良
時
代
（
８
世
紀
）

東
京
藝
術
大
学
（
原
品
は
宮
内

庁
）

31

小
碓
尊

前
田
青
邨
（
1
8
8
5
―
1
9
7
7
）

1
幅

絹
本
着
色

明
治
36
年
（
1
9
0
3
）
頃

岐
阜
県
美
術
館

32

小
碓
皇
子
（
下
絵
）

安
田
靫
彦
（
1
8
8
4
―
1
9
7
8
）

1
面

紙
・
墨
、鉛
筆
、淡
彩

制
作
年
不
詳

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

33

倭
比
売
命
（
下
絵
）

安
田
靫
彦
（
1
8
8
4
―
1
9
7
8
）

1
幅

紙
本
墨
画
淡
彩

制
作
年
不
詳

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

34

草
薙
の
剣
（
大
下
絵
）

安
田
靫
彦
（
1
8
8
4
―
1
9
7
8
）

1
面

紙
・
墨
、鉛
筆
、色
鉛
筆

昭
和
48
年
（
1
9
7
3
）

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

35

酒
折
宮
（
大
下
絵
）

安
田
靫
彦
（
1
8
8
4
―
1
9
7
8
）

1
面

紙
・
墨
、鉛
筆
、淡
彩

昭
和
42
年
（
1
9
6
7
）

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

36

居
醒
泉
（
下
絵
）

安
田
靫
彦
（
1
8
8
4
―
1
9
7
8
）

1
面

紙
・
鉛
筆
、墨
、淡
彩

昭
和
3
年
（
1
9
2
8
）

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

37

伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命

河
鍋
暁
斎
（
1
8
3
1
―
1
8
8
9
）

1
幅

絹
本
着
色

明
治
3
年
（
1
8
7
0
）
以
前

河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館

38

黄
泉
比
良
坂

青
木
繁
（
1
8
8
2
―
1
9
1
1
）

1
面

紙
・
色
鉛
筆
、パ
ス
テ
ル
、

水
彩

明
治
36
年
（
1
9
0
3
）

東
京
藝
術
大
学

39

木
華
開
耶
媛

堂
本
印
象
（
1
8
9
1
―
1
9
7
5
）

2
曲
1
隻

絹
本
着
色

昭
和
4
年
（
1
9
2
9
）

京
都
府
立
堂
本
印
象
美
術
館

40

木
花
開
耶
姫

梥
本
一
洋
（
1
8
9
3
―
1
9
5
2
）

1
面

絹
本
着
色

大
正
後
期
頃
（
20
世
紀
）

京
都
市
立
下
鴨
小
学
校

41

橘
媛
投
身
之
図

大
浦
玉
陽
（
生
没
年
不
詳
）

1
幅

絹
本
着
色

明
治
後
期
（
20
世
紀
）
頃

走
水
神
社

42

吾
妻
は
や
（
中
下
絵
）

安
田
靫
彦
（
1
8
8
4
―
1
9
7
8
）

1
面

紙
・
墨
、鉛
筆
、淡
彩

昭
和
46
年
（
1
9
7
1
）

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

43

「
天
皇
」
と
書
か
れ
た
木
簡　
（
複
製
品
）

奈
良
県
飛
鳥
池
遺
跡
出
土

１
点

木
簡
/
ヒ
ノ
キ

飛
鳥
時
代
（
天
武
朝
期
・
７
世
紀
）

奈
良
文
化
財
研
究
所

第
Ⅱ
章

古
事
記
の

１
３
０
０
年

『
古
事
記
』
の
冒
頭
に
あ
る
「
序
」
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
の
和
銅
５
年
（
７
１
２
）
正
月
28
日
に
献
上
さ
れ
て
か
ら
、
平

成
24
年
（
２
０
１
２
）
で
１
３
０
０
年
。
こ
の
節
目
を
は
さ
ん
で
、
関
連
書
籍
や
雑
誌
の
出
版
、
催
し
が
相
次
ぐ
な
ど
、
全

国
的
に
「
古
事
記
ブ
ー
ム
」
が
ま
き
起
こ
り
ま
し
た
。

『
古
事
記
』
は
、
こ
の
１
３
０
０
年
余
り
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
を
受
け
て
き
た
書
物
で
す
。
平
安
時
代
に
は
、『
古
事
記
』

は
正
史
と
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
ほ
ど
に
は
重
ん
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、『
古
事
記
』
は
一
部
の
人

の
興
味
の
対
象
と
い
う
位
置
づ
け
で
時
は
移
り
、
よ
う
や
く
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
後
半
の
国
学
者
・

本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

の
研
究
に
よ
っ
て
で
し
た
。
近
代
に
入
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
な
さ
れ
た
読
ま
れ
方
の
反
動
で
、
戦
後
は
あ

ま
り
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
『
古
事
記
』
で
す
が
、
昨
今
の
「
古
事
記
ブ
ー
ム
」
で
は
、『
古
事
記
』
が
本

来
も
つ
豊
か
さ
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
、
多
く
の
人
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
Ⅱ
章
で
は
、
ま
ず
、『
古
事
記
』
に
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
な
ど
基
本
的
な
情
報
を
み
た
あ
と
、
こ
の

１
３
０
０
年
の
間
、
時
代
ご
と
に
『
古
事
記
』
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
か
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。

44　太安萬侶墓誌



44

◎
　
太
安
萬
侶
墓
誌 

奈
良
県
太
安
萬
侶
墓
出
土

１
点

墓
誌
/
銅
板

養
老
７
年
（
7
2
3
）

文
化
庁
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所
附
属
博
物
館
保
管
）

45

古
事
記

安
田
靫
彦
（
1
8
8
4
―
1
9
7
8
）

1
幅

紙
本
淡
彩

昭
和
21
年
（
1
9
4
6
）

愛
媛
県
美
術
館

46

真
福
寺
本
『
古
事
記
』　
（
複
製
品
）

太
安
万
侶
（
？
―
7
2
3
）

賢
瑜
写

３
冊

和
紙

原
品
は
南
北
朝
時
代

［
上
・
中
巻
］
応
安
４
年
（
1
3
7
1
）

［
下
巻
］
応
安
５
年
（
1
3
7
2
）

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
（
原
品
は

大
須
観
音
宝
生
院
）

47

猪
熊
本
『
古
事
記
』　
（
複
製
品
）

太
安
万
侶
（
？
―
7
2
3
）

３
冊

和
紙

原
品
は
江
戸
時
代
か

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
（
原
品
は

個
人
）

48

◎
　
本
居
宣
長
四
十
四
歳
自
画
自
賛
像 

本
居
宣
長
（
1
7
3
0
―
1
8
0
1
）

1
幅

紙
本
着
色

江
戸
時
代　
安
永
２
年
（
1
7
7
3
）

本
居
宣
長
記
念
館

49

◎
　
本
居
宣
長
七
十
二
歳
像

井
特
（
1
7
5
5
？
―
1
8
1
5
―
？
）

1
幅

絹
本
着
色

江
戸
時
代　
享
和
元
年
（
1
8
0
1
）

本
居
宣
長
記
念
館

50

◎
　『
古
事
記
』
寛
永
版
本
・
中
巻
（
本
居
宣
長
手

沢
本
）

太
安
万
侶
（
？
―
7
2
3
）

１
冊
（
３
冊
の
内
）
紙
本
墨
摺

江
戸
時
代　
寛
永
21
年
（
1
6
4
4
）

本
居
宣
長
記
念
館

51

◎
　『
古
事
記
伝
』
草
稿
本
・
巻
十
七
、
巻
十
八

本
居
宣
長
（
1
7
3
0
―
1
8
0
1
）

1
冊
（
22
冊
の
内
）
和
紙
・
墨

宝
暦
14
（
明
和
元
）
年
（
１
７
６
４
）

〜
寛
政
10
年
（
１
７
９
８
）

本
居
宣
長
記
念
館

52

◎　
『
古
事
記
伝
』
再
稿
本
・
巻
一
、
巻
二
、
巻

十
七
、
巻
十
八

本
居
宣
長
（
1
7
3
0
―
1
8
0
1
）

4
冊
（
44
冊
の

内
）

和
紙
・
墨

江
戸
時
代
（
18
世
紀
）

本
居
宣
長
記
念
館

53

『
古
事
記
伝
』

本
居
宣
長
（
1
7
3
0
―
1
8
0
1
）

45
冊

紙
本
墨
摺

江
戸
時
代
（
18
世
紀
）

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

54

『
訂
正
古
訓
古
事
記
』

本
居
宣
長 
校
訂　

長
瀬
真
幸 

訂
正

３
冊

紙
本
墨
摺

享
和
3
年
（
1
8
0
3
） 

跋

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

55

『
前
賢
故
実
』

菊
池
容
斎
（
１
７
８
８
―
１
８
７
８
）

20
冊

紙
本
墨
摺

天
保
７
年
（
1
8
3
6
）
〜
明
治
元
年

（
１
８
６
８
）

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

56

『
皇
国
開
闢
由
来
記
』

平
野
元
良
（
１
７
９
０
―
１
８
６
７
）

４
冊

紙
本
墨
摺

万
延
元
年
（
１
８
６
０
）

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

57

『Japanese Fairy Tale S
eries

』

B
・
H
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
１
８
５
０
―

１
９
３
５
）
他

20
冊

紙
本
多
色
摺

明
治
18
年
（
１
８
８
５
）
～
明
治
25
年

（
１
８
９
２
）

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

58

『
日
本
歴
史
画
帳
』

安
達
吟
光
（
生
没
年
不
詳
）

１
帖

紙
本
多
色
摺

明
治
28
年
（
１
８
９
５
）

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

59

『
古
事
記
物
語
』　
（
複
製
品
）

鈴
木
三
重
吉
（
1
8
8
2
―
1
9
3
6
）

２
冊

大
正
９
年
（
１
９
２
０
）

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

60

『
日
本
古
典
の
研
究
』

津
田
左
右
吉
（
1
8
7
3
―
1
9
6
1
）

２
冊

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

61

『
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
29　

古
事
記
物
語
他
』

林
房
雄
（
1
9
0
3
―
1
9
7
5
）
他

１
冊

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

62

『
古
事
記
の
世
界
』

西
郷
信
綱
（
1
9
1
6
―
2
0
0
8
）

１
冊

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

63

『
古
事
記
全
註
釈
』

倉
野
憲
司
（
1
9
0
2
―
1
9
9
1
）

７
冊

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
～
昭
和
55
年

（
１
９
８
０
）

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

64

『
ぼ
お
る
ぺ
ん
古
事
記
』（
原
画
）

こ
う
の
史
代
（
１
９
６
８
―
）

18
枚

平
成
23
年
（
2
0
1
1
）
〜
平
成
24
年

（
2
0
1
2
）

平
凡
社

65

映
像
展
示　
『
古
事
記
』
と
世
界
の
神
話 

︱
そ
の
類
似
性
と
多
様
性
︱

福
田
泰
崇
（
１
９
７
７
―
）

１
本

平
成
26
年
（
2
0
1
4
）



番
号

名
称

作
者
（
生
年
―
没
年
）
／
出
土
地

数
量

形
式
／
材
質

時
代

所
蔵

展
示
期
間

前　

期

後　

期

66

銅
矛

出
土
地
不
詳

１
点

矛
/
青
銅

弥
生
時
代
中
期
（
１
世
紀
）

天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館

67

竪
櫛

大
阪
府
東
奈
良
遺
跡
出
土

１
点

竪
櫛
/
材
質
未
鑑
定

弥
生
時
代
後
期
（
２
世
紀
）

茨
木
市
教
育
委
員
会

68

竪
櫛

大
阪
府
巨
摩
遺
跡
出
土

１
点

竪
櫛
/
カ
ヤ

弥
生
時
代
後
期
（
２
世
紀
）

大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
大
阪

府
立
弥
生
文
化
博
物
館
展
示
）

69

桃
核

奈
良
県
纒
向
遺
跡
出
土

一
括

桃
核

弥
生
時
代
終
末
～
古
墳
時
代
前
期
初
頭

（
３
世
紀
）

桜
井
市
教
育
委
員
会

70

瑪
瑙
製
勾
玉
、
水
晶
製
勾
玉
、
翡
翠
製
勾
玉

奈
良
県
新
沢
千
塚
5
0
0
号
墳
出
土

９
点

勾
玉
/
瑪
瑙
・
水
晶
・

翡
翠

古
墳
時
代
前
期
（
４
世
紀
）

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

附
属
博
物
館

71

靫
・
矢
（
復
元
品
）

押
元
信
幸
/
奈
良
県
鴨
都
波
１
号
墳
出
土

靫
１
点
・
矢
12

点

靫
・
矢
/
植
物
性
編
み
物
・

黒
漆
、
鉄
・
竹
・
羽

平
成
14
年
（
2
0
0
2
）
原
品
は
古
墳

時
代
前
期
（
４
世
紀
）

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

附
属
博
物
館

72

衝
角
付
冑
・
短
甲

奈
良
県
新
沢
千
塚
1
1
5
号
墳
出
土

各
１
点

甲
冑
/
鉄

古
墳
時
代
中
期
（
５
世
紀
）

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

附
属
博
物
館

73

□　

鞆
形
埴
輪 

静
岡
県
堂
山
古
墳
出
土

１
点

埴
輪
/
粘
土
・
砂

古
墳
時
代
中
期
（
５
世
紀
）

磐
田
市
教
育
委
員
会

74

卜
骨

奈
良
県
唐
古
・
鍵
遺
跡
出
土

１
点

鹿
肩
甲
骨

弥
生
時
代
中
期
（
紀
元
前
２
世
紀
）

田
原
本
町
教
育
委
員
会

75

鶏
形
埴
輪

奈
良
県
四
条
古
墳
出
土

１
点

埴
輪
/
粘
土
・
砂

古
墳
時
代
中
期
（
５
世
紀
）

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

附
属
博
物
館

76

頭
椎
大
刀

出
土
地
不
詳

１
点

装
飾
大
刀
/
鉄
・
金
銅

古
墳
時
代
後
期
（
６
世
紀
）

神
戸
市
立
博
物
館

77

釣
針

奈
良
県
唐
古
・
鍵
遺
跡
出
土

２
点

釣
針
/
骨
角

弥
生
時
代
中
・
後
期
（
紀
元
前
１
世
紀
・

１
世
紀
）

田
原
本
町
教
育
委
員
会

78

隼
人
の
楯　
（
復
元
品
）

平
城
宮
跡
出
土

１
点

楯
/
ヒ
ノ
キ
板
・
馬
髪
・

顔
料

原
品
は
奈
良
時
代
（
８
世
紀
）

奈
良
文
化
財
研
究
所

79

大
型
家
形
埴
輪

奈
良
県
宮
山
古
墳
（
室
大
墓
）
出
土

１
点

埴
輪
/
粘
土
・
砂

古
墳
時
代
中
期
（
５
世
紀
）

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

附
属
博
物
館

80

和
琴　
（
複
製
品
）

奈
良
県
布
留
遺
跡
出
土

１
点

合
成
樹
脂
/
原
品
ヒ
ノ
キ

原
品
は
古
墳
時
代
後
期
（
６
世
紀
）

埋
蔵
文
化
財
天
理
教
調
査
団

81

■　

弾
琴
男
子
椅
座
像
埴
輪 

神
奈
川
県
蓼
原
古
墳
出
土

１
点

埴
輪
/
粘
土
・
砂

古
墳
時
代
後
期
（
６
世
紀
）

横
須
賀
市
自
然
・
人
文
博
物
館

82

銀
象
嵌
銘
鉄
刀　
（
複
製
品
・
原
品
◉
）

熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
出
土

１
点

刀
/
原
品
鉄
・
銀

原
品
は
古
墳
時
代
中
期
～
後
期
初
頭

（
５
～
６
世
紀
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
原
品
は

東
京
国
立
博
物
館
）

第
Ⅲ
章

古
事
記
に

登
場
す
る

ア
イ
テ
ム
た
ち

『
古
事
記
』
に
は
、
魅
力
的
な
神
々
や
人
物
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
テ
ム
が
登
場
し
ま
す
。
例

え
ば
、
天
孫
降
臨
の
と
き
に
、
天あ
め

邇に

岐き

志し

国く
に

邇に

岐き

志し

天あ
ま

津つ

日ひ

高た
か

日ひ

子こ

番ほ

能の

邇に

に々

芸ぎ
の

命み
こ
とが
天
照
大
御
神
か

ら
授
け
ら
れ
た
「
勾
玉
」「
鏡
」「
剣
」
を
は
じ
め
、
弓
矢
、
盾
な
ど
の
武
器
や
、
櫛
、
腕
輪
、
首
飾
り

な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
杯
、
箸
な
ど
の
食
器
類
、
ま
た
、
琴
は
、
何
度
も
重
要
な
場
面
に
出
て
く
る

楽
器
で
す
。

第
Ⅲ
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
ア
イ
テ
ム
の
中
か
ら
、『
古
事
記
』
の
物
語
世
界
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で

き
る
考
古
資
料
を
集
め
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
見
な
が
ら
、『
古
事
記
』
で
描
か
れ
た
時
代
の
文
化
や
暮
ら

し
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

70　瑪瑙製勾玉、水晶製勾玉、翡翠製勾玉



83

金
錯
銘
鉄
剣　
（
複
製
品
・
原
品
◉
）

埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土

１
点

剣
/
原
品
鉄
・
金

原
品
は
古
墳
時
代
中
期
（
５
世
紀
）

埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博

物
館

　
84

□　

大
国
主
大
神
木
像

１
軀

木
造
彩
色

平
安
時
代
後
期

大
神
神
社

85

子
持
勾
玉

大
神
神
社
禁
足
地
出
土

３
点

勾
玉
/
滑
石

古
墳
時
代
中
期
～
後
期
（
５
～
６
世
紀
）
大
神
神
社

86

内
行
花
文
鏡

伝
奈
良
県
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
出
土

１
点

鏡
/
青
銅

古
墳
時
代
前
期
初
頭
（
３
世
紀
）

大
神
神
社

87

◉　

七
支
刀　

石
上
神
宮
伝
世
品

１
点

剣
/
鉄
・
金

古
墳
時
代
前
期
（
４
世
紀
）

石
上
神
宮

10
月
25
日
〜
11
月
24
日

88

七
支
刀
（
複
製
品
）

１
点

合
成
樹
脂

昭
和
43
年
（
1
9
6
8
）

石
上
神
宮

10
月
18
日
〜
24
日
、
11
月
26
日
〜

12
月
14
日

89

七
支
刀
（
復
元
品
）

七
支
刀
復
元
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

１
点

剣
/
鉄
・
金

平
成
17
年
（
2
0
0
5
）

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

附
属
博
物
館

90

◎
　
禁
足
地
出
土
品
（
硬
玉
勾
玉
）

石
上
神
宮
禁
足
地
出
土

11
点

勾
玉
/
硬
玉

古
墳
時
代
前
期
（
４
世
紀
）

石
上
神
宮

91

◎
　
禁
足
地
出
土
品
（
碧
玉
管
玉
）　

石
上
神
宮
禁
足
地
出
土

19
組
（
33
点
）

管
玉
/
碧
玉

古
墳
時
代
前
期
（
４
世
紀
）

石
上
神
宮

92

◎
　
禁
足
地
出
土
品
（
碧
玉
管
玉
）

石
上
神
宮
禁
足
地
出
土

一
連

管
玉
/
碧
玉

古
墳
時
代
前
期
（
４
世
紀
）

石
上
神
宮

93

◎　

禁
足
地
出
土
品
（
琴
柱
形
石
製
品
・
弧
状
管
玉
・

角
形
管
玉
・
硬
玉
棗
玉
）

石
上
神
宮
禁
足
地
出
土

４
点

琴
柱
形
石
製
品
・
弧
状

管
玉
・
角
形
管
玉
・
硬

玉
棗
玉
/
碧
玉
・
硬
玉

古
墳
時
代
前
期
（
４
世
紀
）

石
上
神
宮

94

◎　

禁
足
地
出
土
品
（
銅
鏃
・
環
頭
大
刀
柄
頭
・

金
銅
垂
飾
品
・
金
銅
空
玉
・
金
銅
鐶
）

石
上
神
宮
禁
足
地
出
土

８
点

銅
鏃
・
環
頭
大
刀
柄
頭
・

金
銅
垂
飾
品
・
金
銅
空

玉
・
金
銅
鐶
/
青
銅
・

金
銅

古
墳
時
代
前
期
・
後
期
（
４
・
６
世
紀
）
石
上
神
宮

95

■　

鹿
島
立
神
影
図　

二
条
英
印
（
生
没
年
不
詳
）

１
幅

絹
本
着
色

南
北
朝
時
代　
永
徳
３
年
（
1
3
8
3
）

春
日
大
社

96

◎　

禽
獣
葡
萄
鏡　

春
日
大
社
伝
世
品

１
点

鏡
/
白
銅

中
国
唐
時
代
（
8
世
紀
）

春
日
大
社

97

◉　

黒
漆
平
文
鏡
台
（
本
宮
御
料
古
神
宝
類
の
内
）

１
基

木
造
黒
漆
塗
平
塵
地
平
文

鎌
倉
時
代
（
13
世
紀
）

春
日
大
社

98

大
東
家
本　
『
皇
年
代
記
』

1
通

紙
本
墨
書

平
安
時
代
（
12
世
紀
）

春
日
大
社

99

『
古
事
記
中
巻
』

太
安
万
侶
（
？
―
7
2
3
）　

中
臣
延
春 

写

1
冊

紙
本
墨
書

慶
長
8
年
（
１
６
０
３
）

春
日
大
社

第
Ⅳ
章

身
近
に

今
も
息
づ
く

古
事
記

奈
良
県
内
に
は
多
く
の
古
社
が
あ
り
ま
す
。

第
Ⅳ
章
の
前
半
で
は
、『
古
事
記
』
の
物
語
に
登
場
す
る
大お
お

神み
わ

神じ
ん

社じ
ゃ

、
石
い
そ
の

上か
み

神じ
ん

宮ぐ
う

、
そ
し
て
、
国
譲
り
を

成
功
さ
せ
た
武た
け

甕み
か

槌づ
ち
の

命み
こ
と（『
古
事
記
』
で
は
建た
け

御み

雷
か
ず
ち
の

神か
み

）
を
祀
る
春か
す

日が

大た
い

社し
ゃ

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
神
社
に
伝
わ
る
貴
重
な
神
宝
や
文
献
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

後
半
で
は
、
奈
良
発
祥
で
あ
る
能
に
使
わ
れ
る
面
の
名
品
や
、
全
国
各
地
に
残
る
神か
ぐ
ら楽
の
中
か
ら
、
島

根
県
の
諸
神
楽
と
宮
崎
県
の
高た
か

千ち

穂ほ

神
楽
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
神
宝
や
芸
能
と
い
う
か
た
ち
で
現
代
に
至
る
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
人
々
の
神
々
へ

の
思
い
を
見
つ
め
直
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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番
号

名
称

作
者
（
生
年
―
没
年
）
／
出
土
地

数
量

形
式
／
材
質

時
代

所
蔵

展
示
期
間

100

『
古
事
記
聞
書
』

中
臣
祐
字 

講
談　

中
臣
祐
用 

筆
録

1
冊

紙
本
墨
書

元
禄
13
年
（
１
７
０
０
）

春
日
大
社

101

『
春
日
神
社
記
』

今
西
祐
舎
・
富
田
延
英 

撰
述

1
冊

紙
本
墨
書

寛
文
3
年
（
１
６
６
３
）

春
日
大
社

102

摩
多
羅
神
面
（
白
色
尉
）

１
面

木

安
土
桃
山
時
代

談
山
神
社

103

翁
（
白
色
尉
）

１
面

木

室
町
時
代

狭
川
両
西
敬
神
講

104

父
尉

１
面

木

室
町
時
代

狭
川
両
西
敬
神
講

105

□　

延
命
冠
者

１
面

木

室
町
時
代

長
尾
神
社

106

悪
尉

１
面

木

安
土
桃
山
時
代

談
山
神
社

107

小
面

１
面

木

江
戸
時
代
（
17
〜
18
世
紀
）

奈
良
県
立
美
術
館

108

佐
陀
神
能
ス
サ
ノ
ヲ
面

１
面

木

平
成

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

109

佐
陀
神
能
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
面

１
面

木

平
成

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

110

奥
飯
石
神
職
神
楽
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
面

１
面

木

平
成

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

111

大
原
神
職
神
楽
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
面

１
面

木

平
成

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

112

石
見
神
楽
提
灯
蛇
胴

１
面

和
紙

平
成

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

113

高
千
穂
神
楽　

猿
田
彦
面

甲
斐
愛
光

１
面

木

平
成

甲
斐
愛
光 

氏

114

高
千
穂
神
楽　

鈿
女
面

甲
斐
愛
光

１
面

木

平
成

甲
斐
愛
光 

氏

115

高
千
穂
神
楽　

手
力
男
面

甲
斐
愛
光

１
面

木

平
成

甲
斐
愛
光 

氏

116

高
千
穂
神
楽　

戸
取
り
面

甲
斐
愛
光

１
面

木

平
成

甲
斐
愛
光 

氏

117

高
千
穂
神
楽　

手
力
男
衣
装
一
式

甲
斐
愛
光

１
式

麻

平
成

甲
斐
愛
光 

氏

番
号

　
タ
イ
ト
ル

 

　
　
　
作
家
名

展
示
期
間

前　

期

後　

期

118

現
代
ア
ー
ト
1

exonem
o

119

現
代
ア
ー
ト
2

ト
ー
チ
カ

120

現
代
ア
ー
ト
3

山
口　

藍

第
Ⅴ
章

未
来
へ

語
り
継
ぐ

古
事
記

こ
れ
ま
で
の
展
示
を
通
じ
、『
古
事
記
』の
世
界
観
や
時
代
ご
と
に
与
え
て
き
た
影
響
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、

今
を
生
き
る
瑞
々
し
い
感
性
で
、『
古
事
記
』
を
読
み
直
し
、
語
り
継
ぐ
こ
と
に
も
挑
戦
し
ま
す
。
現
代
ア
ー
ト
の
最
前
線
で
活
躍

す
る
３
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、『
古
事
記
』
と
出
会
い
、
ど
ん
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
の
で
し
ょ
う
か
。
展
示
は
、
す
べ
て

新
作
と
な
り
ま
す
。


